
■工学院大学・朝日カレッジ 03-3340-1457（日曜祝日除く 9:00～19:00） 

 

サイエンス カフェで、科学しませんか 

宇宙と生命 

 生命科学はどこまでいくのか 
 

     講師  横浜国立大教授 小林憲正 
ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ 元朝日新聞論説委員  柴田鉄治 

    

  講師 人間総合科学大学教授（順天堂大名誉教授）新井康允 

 講師 元朝日新聞論説委員 柴田鉄治 
＜講座の内容＞ 

１９世紀は化学の時代、２０世紀は物理学の時代といわれました。２１世

紀は、生命科学の時代になるだろうといわれています。その理由は、２０世

紀後半の遺伝子の解明から始まる、生命科学の目覚しい発展ぶりです。それ

が、医学・医療の分野にも及んで、その成果がもたらす福音に期待が大きく

広がっています。しかし、期待だけではありません。期待と同時に、その進

歩が、人間の尊厳を脅かすのではないかという危惧の念も広がっており、「期

待と懸念」が交錯するところに、「生命科学の時代」と呼ばれる理由もあると

いえます。 

この生命科学が、これからどこへ向おうとしているのか、その進歩は人間

を本当に幸せにするのかどうか。今期は、こうした生命科学の話題をテーマ

に、みなさんと一緒に考えてみようと思います。 

コーヒーやワインを飲みながら、ゆったりとした雰囲気の中で生命科学の

「最先端の片鱗」を学びつつ、科学の楽しさ、面白さも満喫し、「科学が独り

歩きする怖さ」についても論議してみましょう。 

 

■日 時  全３回 ２０１０年 １／８、２／１２、３／１２ 

  第２金曜日 午後６時半～８時 

■場 所  工学院大学新宿キャンパス中層棟８階 ※裏面参照 
■受講料  一般２，０００円（税込）  工学院大学生５００円／各回（税込） 

 
＜お問い合わせ ＆ お申込み＞ 

  工学院大学エクステンションセンター 
〒１６３-８６７７ 東京都新宿区西新宿１－２４－２ 

TEL：０３-３３４０-１４５７（月～土９：００～１９：００） 

FAX：０３-３３４２-３１５０ 
＊ファクシミリでお申込みの方は、講座名、お名前、ご住所、お電話番号をお知らせください。 



サイエンス カフェ実施風景 
 
 
＜第1回：2009年１０月９日＞ 
「ダーウィンという人物」 
講師：長谷川眞理子氏（総合研究大学院大学

教授） 
ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ：辻 篤子（朝日新聞論説委員） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
＜第2回：2009年１１月１３日＞ 
「進化で解く生物の多様性」 
講師：長谷川眞理子氏（総合研究大学院大学教授） 
ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ：辻 篤子（朝日新聞論説委員） 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 



 
＜スケジュール＞ 

◆１月 ８日：「宇宙が語る生命の起源」小林憲正 

◆２月１２日：「女の脳、男の脳―脳科学の最前線」新井康允 

◆３月１２日：「生命科学の進歩はどこまで許されるか」柴田鉄治 
 

 

＜講師紹介＞  

小林憲正（こばやし・けんせい） 

１９５４年生まれ。７７年、東大理学部卒業。８２年、日本学術振興会奨

励研究員、米国メリーランド大学博士研究員、日本学術振興会特別研究員

を経て、８７年、横浜国立大学工学部講師。２００３年から、同大学大学

院教授。専門は、地球宇宙化学、分析化学。生命の起源と圏外生物・アス

トロバイオロジーの研究に当たり、現在も「宇宙における生命の起源と分

布」などを研究テーマとしている。「太陽系と惑星」（日本評論社）、「アス

トロバイオロジー 宇宙が語る生命の起源」（岩波書店）、「生物物理学ハ

ンドブック」（朝倉書店）などの著書がある。 

 

新井康允（あらい・やすまさ） 

１９３３年横浜生まれ。東大大学院生物系博士課程修了、東大医学部脳研

究所助手、カリフォルニア大学（ＵＣＬＡ）脳研究所、順天堂大学講師、

助教授を経て、１９７４年、同大教授。現在、人間総合科学大学教授、順

天堂大学名誉教授。「脳から見た男と女」（講談社）、「脳の性差――男と女

の心をさぐる」（共立出版）、「脳とニューロンの科学」（裳華房）、「脳の

性分化」（同）などがある。 

 

柴田鉄治（しばた・てつじ） 

１９３５年、東京生まれ。東大理学部地球物理コース卒業。５９年、朝日

新聞社入社。社会部記者、福島支局長、論説委員、科学部長、社会部長、

出版局長、論説主幹代理、朝日カルチャーセンター社長を経て、２００１

年から０５年まで、国際基督教大学客員教授。「科学報道」（朝日新聞社）、

「ジャーナリズムの原点」（共著、岩波書店）、「科学事件」（岩波新書）、

「新聞記者という仕事」（集英社新書）、「世界中を南極にしよう」（同）な

どがある。 

６５年～６６年、南極の第７次観測隊に報道記者として同行。２００５年

１１月～０６年３月まで、７０歳で、４０年ぶりに南極を再訪した。「国

境なき大陸 南極」（冨山房インターナショナル）の著書もある。 

 



＜工学院大学新宿キャンパスへの案内図＞ 

 

●ＪＲ、京王線、小田急線、東京メトロ

丸ノ内線、都営新宿線「新宿駅」下車、

西口から徒歩５分。地下道直結。 

 

●都営大江戸線「都庁前駅」下車、徒歩

３分。 

 

 

 

 

 

＜教室について：工学院大学構内のご案内＞ 

 「サイエンス カフェ」の会場は、中層棟８階です。 

 地下道から本学ご入講の方は、構内床面の黄色矢印に沿ってお進みく

ださい。 

 学内では、 

緑色扉エレベーター（８階まで行きます） 

または、 

赤色扉エレベーター（７階まで。７階から階段で 8 階へ） 

 をご利用ください。 
 

 

＜開講について＞ 

●講師の病気や、受講生が一定数に達しない場合などには、やむを得ず講

座を延期または中止することがあります。 

●申込の際にご記入いただく個人情報は、受講連絡や工学院大学、工学院

大学・朝日カレッジからの各種お知らせの送付、および、企画の参考

資料として使わせていただきます。 

 

 

＜エクステンションセンター友の会ポイント：毎回１ポイント＞ 

「工学院大学エクステンションセンター友の会」の会員の方には、この講

座出席のたびに、「１ポイント」お付けいたします（３回出席で３ポイン

ト付きます）。詳細は、工学院大学エクステンションセンターまで、お問

い合わせください。 

 
 
 


